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ニコライ ニコラェウ イチ プラビルスチコフ先生の逝去

林 屋 夫

昆虫団体研究会の港口修氏の好意で近着のソ速邦昆虫学評論4 1 巻3 号 ( 1 962 ) に、 ソ連

那における著名な昆虫学・ 博物館学lf、権威で天牛学の 1 人者、 プー' ビルスチ:' フ先生が1962
l

年2 月7 日モス::二一 において病没された記事を読み、 全く突然のことで吃驚した。 美は今から

思えば逝去の直前、同先生から大さな航空小包便で論著多数を送って頂いて2 ll ,e、 日に落手し

ており、 著書にはそれぞれ・ 同;手1 月1 7 日の日付入りで力1「、こもった達筆でサイ=,されてい
て、 上述の記事をみるまでは. お年は召していても極めて元気に活躍されているものとばかり

信じきつてぃただけに一入その驚きは深い. ここには先年松 下真平. 玉貢光一両氏によるもの

と、 今回0 . :[, . ク lj・f ノブスキー氏による前述誌所載 一文によって、 プラビレスチa ':フラt

生の-経歴 と業股の一端を回想してみ たいと思うo

P r o f . D r . N i k o 1 a i N i k:o1a e v i t s c h :P1a v i 1 s t sh i kov (1 89 2 1 9 62.)

1392 年5 月3 ,J日1 7 時C I 7 日ともいう_)、 モスa一に生れる。會祖父Pet er (1760
_ 1812)はロシヤにおける最初の悲劇99優細苺]家として著名で り、父Ni ko 'asは化
技師で,  1 9 1 8 年造モス=, - とイウノポーポズネセン にある ; ,ベスチキン化学工場の 能

者であった。
'

1911 年、 モスコーi:t 6 高等学校( ギムナジウム_) を率業、 モスa一大学の自然科学科に入
学動物学を専攻し、 見虫学のゼ ナー ル ( 指等教授G . A . コツー, -'・=・ a -' ) をとったo

1917平、,  ド クトルの称号を得、 1918 ~1920 モス::二一動物学博物館学:ま員o

1919年~1921 年・eスa一大学動物学講座助手、  1920 ~1923年°i,・4 高等工芸学校上席

委員及びヵール マルクス研究所生物学教投, 1 924 --1 928年モス'' - ・ プ ! ,チヤノー'高等

:t表学校校長.  1 929 ~1 931 年プ ,,チヤノフ大学一般生物学数授・ 生物学主任・ 1 931 年以

降●  モス=l - 物学教授. 1 933 年以降り ャサン師通大学動物学教授, 1 9
- 1 -

昭和3 8 年6 月3 0日 発行

規輯者 :   後 藤 光 男

大阪府泉北那高石町北6 09

日本昆 !ii学会
神戸市東灘区御影9;「天神山46
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~1 941 年,,シヤ共和国科学院動物学研究所動務,, 1 943 ~1 959 年モス='一大学動物学博
物館の自然部の最高責任者として. 博物館学・ 地理学を指一l等、又1946年以降、 昆_中、学部長・
展示部長と して事実上博物館の活動l「、 申心的存在であったo
先生は青年時代各地に採集旅行を行ない、 研究資科を克集する傍ら, 主として天 の研究

に精進 その1識告ば多救に上つてぃるが、 著名なもcr' としてはRe i t t r の 資論文に応じた

Agapauth Ia属の検集' 欧州産甲虫類の検索中の天牛科1 ~3 及び大著ソ速邦動物相天牛

科 ( 1 9 3 6 . 1 940' 1958 ) などがあり. 更にその 4 冊目 (太天牛亜・?SI・の後半及び既刊
分の追加, 訂正 ) の原滿は殆んど完成されていた由であるo 又他に 害!ti に開する大著もあ

り、 別に院年は青少年向さの各種教科書,, 啓豪的解説書多数を執筆大いに活躍されていたo 私

にも若T贈られてその内容を知る機会''i'得たが、 美しく 且かなり程度の高い内容のもので感心

した。 ここにその御生涯をかえりみ. 業鑽に親しく して. 今更偉大な学者を失ったものと心

から痛情にたえない次 であるo

8
36 9

37 0
37 1

37 3
37 5

昆虫 e第 ' 8卷の会量を御納入下さい

民虫学評論 1 5 卷 2 号でァナ の会費は終了いたしま した。 今春来印刷費が大巾

に値上りしましたので・ や:t」なく 1 6巻より 750 円に改訂いたします。

1 4 よ り値 tげの際にはすでに値上げせねばな ;-)なかったのですが、 郵送科t iけ

の値上げに止め印刷費は据置さましたので、 今回やや高率の値上りとな'りましたo以

上御読察の上 1 6 巻会費は運くとも昭和3 8 年1 0月末日までに当会事務所宛御納

入下さいo

新 入  会

第 ' e巻から ' 巻につき 'i 0 0円です

- 2 -
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8
37 9

3a 5
33 0

16 2
35 7

32 1
22 2

268
20 9

68

住 所 変 更

2 55
26 9

22 1
16 1

.16 0
36 2

改正及び住所変更
270

申  告 追  会

認 定 通 会 ( 1963・4 .1 . )

第 ' 0回大会のお知らせ
昭和3 8年度大会を次の日時に実施します。会員:省位 r'御参加をi ｑ ﾒちします。
日・ 時 : 昭和3 8 :手1 1 月1 7 日C 3 日曜日 ) 午后 l 時より

場. 所 : 大l ｢市 区 追手門学院高等部CI 階階段教室;)
1:Sお、大会終了后有志による懇親会 ( 3 5 0円程度 ) を大手前会館会堂にて開

性する予定です。
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昭和3 7 年度收支決算書

自昭前37年11 月 1 日・

至昭和3 7 年1 2月3 1 日

' '
、 ' ; ,

,
「 '

・

收 入 の 部 支 出 の 部

会 費

別 刷 代

図 鑑 印  税

大会・ 例会会費

雜 收 入

前期 報越金

合 計

1 72 5 4 0-l

29  1 0 0 -l

1 5 8 05 -l

9 2  5 4 6 -1

9  3 00 -l

30 , 31 2 -
2 6 2  3 2 5 -l

61 1  9 2 6 -l

印 刷 費

通 信 費

消 耗 品 費

大会・例 会費

幹 事 会  費

雑 費

会報発行基金

次期操越金

1 72  7 62 -l

23 1 4 5-l

1   8 6 0 -l

1 1  1 35 -l

2 5 3 0 -l

1 5 0 -

1 5 0 00 0 -l

' 2 5 0 3 46 -l

合 計 61 1   9 2 8 -l

会 報発 行基金 150,0 0 0- ( 三井信託i 竝s大阪支店金銭信託_

志 i i昆虫普及杜製品のあつせん

志賀製品の取扱いを始めて大変好評ですが、 材科代 職入手間賃o、高騰で相当値上り して

います。個人で議文されてもこfツ' 上に荷造費・ 送科が相当高くつき割高となりますので・
出来るだけ当会を御利用 さし.、。 相当量誌文して手持ちしていますので、定価にて:to買求
め願えます。

イン国一型概本箱 大型 36x 27 Cm ( 総桐製 厚コルク数 一級品 ) 1 箱

″ 小型 315 x22Cm ( ″ ) 1箱

携帯用標本箱 (ポ ツト型.) 1 7 x 1 0Cm (総.桐製;) 1 箱

シガ昆虫針 ( ステy 1,ス製無頭 ) 1 ・2・3各号 1 0 0本1 包 . 1 包

吸 虫 管 C二i'ム管付二重式) 1 本

ンセツト ( ステ :, l ,ス製先尖 ) 1 本

ル ー べ (金属菱形報出し ) 正1 0情 1 ・, ,-

平 均 台 小 型 1 ヶ

56 0円

380円
1 20円

70円
160円
250円
600円

8 5円

この外予め 下されば、 当会から誌文の部度取寄せ ます。 現品は芝田太一氏宅 ( 大阪
市東区淡路町4 「目6 8 . 芝田ビル 電話 : 231局8765 ) にあり.ますから、必ず風呂数
か包装用具を御持参でお越し下さい。 なお標本箱は一人で持てる範囲 ( インロー小型で10
箱程度 ) で分割購フ、 をお顯いしますo _

l

・
・

'

.
-

;

訂正一一編輯の手遠いがありましたので、 ねじればね、 通巻 15 号の巻号をVOL・ u , Na
3 と訂正します。 1 7号tこi野f l号の一覧表をお知らせいたす予定ですo
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